
＜福島第１原発＞「事故起こるべくして起きた」元技術者証言 

毎日新聞 4月 1日(金)2時 33分配信 

 東日本大震災の津波で外部電源を失い、放射性物質漏れ事故を起こした東京電力福島第１原

発の６号機の建設や他の原子炉の改修などに、米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）関連会社の技術

者としてかかわった宮崎県串間市の菊地洋一さん（６９）が「当時現場で起きていたことからすれ

ば、起こるべくして起きた」と述べ、同原発の配管工事などの一部がずさんな施工管理下で建設さ

れていたとの見方を明らかにした。毎日新聞の取材に答えた。 

 

 菊地さんは１９７０年代、同原発の建設や改修工事に携わり、６号機は建設の工程管理を担当し

た。米国から送られてきた設計図はミスが多く、一つの配管で１０回以上の変更を余儀なくされた

こともあった。配管内に１．８センチの出っ張りを見つけ、「蒸気の流れが変わり配管が傷みやすく

なる」と上司に訴えた。しかし、国の検査後で、工程が遅れてしまうとして、東電に伝えられないま

ま放置された。 

 

 日本の原発メーカーから耐震性について質問を受け、ＧＥ本社に問い合わせたが明確な答えが

返ってこないこともあった。「そもそもＧＥは地震について十分に考えて設計していなかった」と菊地

さんは振り返る。 

 

 ６号機を完工し帰任しようとしたころ、別の原子炉の圧力容器につなぐ給水用配管の改修工事

を任された。「２号機か３号機だった」と菊地さん。配管は全面にわたりひび割れしていた。「設計ミ

スが原因だった。人間は誤りをおかすが、それが許されないはずの原発でも同じことが起きてい

た」。改修工事で圧力容器内に入ったが、一時的に白血球の数値が減少。悪条件下の作業だと

実感した。「当時は、社内で原発の危険性を指摘しても聞き入れられず、会社を辞めて国に訴え

ても通じなかった」と唇をかむ。 

 

 ７９年に米スリーマイル島の原発事故が起きたこともあり、８０年に退社。５０歳を過ぎたころから

反原発運動に取り組むようになった。 

 

 「原発は政治家や官僚、電力会社などによって推進され、国民は蚊帳の外だった。でも地震や

津波はどこでも起きる。今こそ、一人一人が原発について考える時だ」と話した。【関谷俊介】 
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